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(A ) ラジカルの生成, (B ) ラジカルの生長, (C ) ラジカルの消滅
そこで金属塩存在下の重合反応を考えるとA , B , C の各過程と1 , 2 , 3 の各効果を組合わせて取扱
う事が可能となる｡











第 4篇では主としてA - 3の組合せについて, 金属塩とモノマーとの直接の酸化還元反応で重合が開始
されるという新しい重合触媒系の研究が取扱われている｡ 酸化性の金属塩例えば第 2 銅塩をビニルピリジ
ンに配位せしめるとモノマーから銅塩に電子移動がおこり容易にラジカル重合がおこる事が認められた｡
この場合にはモノマーから電子1個が放出されているのでカチオン ･ ラジカルが生成しているものと考え
られる｡ ビニルピリジンよりもカチオン重合し易く, かつ金属塩との相互作用もある N -ビニルカルバゾ




第 5 篇はキレー ト形成能のある新しいモノマーとして N - アクリロイルベンズヒドラジッドの毒合とそ
の金属塩添加効果を取扱ったものである｡ まずこのモノマーは文献に合成例も重合例もないので合成とラ
ジカル重合について簡単に調べた後, 共重合, アニオン重合さらに放射線固相重合の研究も行われた｡ こ
の新モノマーはアクリルアマイ ドと同株に第 2 鉄塩や第 2 銅塩で禁止効果をうげ, 亜鉛塩によっても蚕合
加速効果を受けない事を認めた｡









作用機構を明らかにした｡ カチオン重合しやすい N - ビニルカルバゾールを用いるとカチオン機構で重合
するからこの触媒は両性開始剤と考えられる｡
さらにキレー ト形成能のある新しいモノマーとしてアクリロイルベンズヒドラジッドを合成してその重




採り上げ, ビニル重合を反応例としてとり上げ減速ならびに加速効果を定量的に取扱った もので, 学 術
上, 工業上寄与するところが少くない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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